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	スライド 1: 企業マネジメントを助っ人します！  ブレークスルーのための 助っ人マネージャー
	スライド 2: 外部の立場だからできるマネジメントが あります。  今、多くの経営者は、共感される企業へ踏め出すかどうかの 分岐点に立っているといえます。  中間管理層の人たちは、混沌とした社会・事業環境の中においてもなお、 業績向上と部下指導の板挟みで疲弊しています。  そして若手社員の多くは、「何のために働くのか」という根本的な問いにぶつかり、 希望がもてずに早期に会社を去っていきます。    私たち助っ人マネージャーは、この状況を好機と捉えています。 これまでの思い込みを手放して、社会企業家観（シャ

